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（対象工事） 

第２ 沖縄県 土木建築部が発注する以下の建設工事を対象とし、受

注者が希望する場合を対象とする。 

対象工事：当初設計額が５千万円以上の全ての建設工事を対象と

する。 

ただし、以下工事は対象外とする。 

① 維持工事 

② 災害復旧工事 

③ 工場製作工事等の屋外現場への影響が少ない工事 

～中略～ 

適用時期は、本試行要領適用日以降に公告する建設工事を対象に

する。 

 なお、令和３年度に限って、本試行要領適用日において継続中の

工事にも適用できることとする。 

（対象工事） 

第２ 沖縄県 土木建築部が発注する以下の建設工事を対象とし、受注

者が希望する場合を対象とする。 

対象工事：全ての建設工事を対象とする。 
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～中略～ 

削除 

 

下線を削除 
（工事円滑化会議

において受発注者

で疑義が生じるた

め削除。 

（対象工事の特記仕様書等での明示） 

第４ 発注者は、特記仕様書等において、当該工事が対象であるこ

とを明示する。 

 特記仕様書等への明示（記載例） 

～中略～ 

 なお、工事円滑化会議は、工事の円滑化が目的であり、設計変更

等の協議を行う会議ではありません。 

 『工事請負契約における設計変更ガイドライン』で設計変更可能

なケース、又は、入札手続きの前の質問回答書で設計変更対象と記

載があるもの以外は、基本的に設計変更の対象となりません。 

（対象工事の特記仕様書等での明示） 

第４ 発注者は、特記仕様書等において、当該工事が対象であること

を明示する。 

 特記仕様書等への明示（記載例） 

～中略～ 

 なお、工事円滑化会議は、工事の円滑化が目的であり、設計変更等

の協議を行う会議ではありません。 
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下線を削除 
（工事円滑化会議

において受発注者

で疑義が生じるた

め削除。） 
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確認事項（条件明示

等）が重複している

箇所を削除 
（旧 1、2、11 を削除） 

 


